
令和６年度リカレント教育プログラム推進プロジェクト

◆本事業の目的と概要
本事業は、社会人のキャリアアップ支援のため、教員組織の３
系（スポーツ・武道実践科学系、スポーツ生命科学系、スポーツ
人文・応用社会科学系）を柱に講座を実施するにあたり、必要と
なる経費及び担当教職員のインセンティブについて支援を行う
ものである。

◆令和６年度の活動内容
それぞれの系のリカレント教育プログラムとして、以下の取り
組みを実施しました。令和6年度の受講生は、総計84名。

【スポーツ・武道実践科学系】
 NIFSコーチングイノベーション講座（受講者３名）
 Jリーグコーチによる指導者講習会（受講者１９名）

【スポーツ生命科学系】
 スポーツリフレッシュセミナー（受講者１４名）

【スポーツ人文・応用社会科学系】
 アスリートが体育授業に参画するための基礎的な知識・技能
獲得に向けた学習コンテンツ（受講者４８名）

プロジェクト代表者：研究科教務委員会委員長

◆主な実施状況

◆本プロジェクトで達成すべき目標

 教員組織の3系で各1コース（合計３コース）以上を開設する

 第４期中期目標期間中に受講者総数を100人以上とする

 本リカレント教育プログラムの実施により、本学の卒業生を
含めた社会人等のキャリアアップの支援につながる

アスリートが体育授業に参画するための基礎的な
知識・技能獲得に向けた学習コンテンツ

Jリーグコーチによる指導者講習会

◆令和６年度の活動内容
アスリートが体育授業の内容や指導法の基礎を学んだうえで、体育
の授業に参画し、より効果的に子ども達へスポーツの意義や価値を伝
えることができるよう、動画コンテンツ教材による学習コンテンツをオン
ラインで視聴できるように提供している。

◆令和６年度の活動内容
プロサッカー界で活躍する本学OBのコーチ・アナリストを招
聘し、彼らがプロの世界で培った最先端の実践的スキルや
情報を学ぶ指導者講習会を2日間開催します。これにより、
本学を中心とした産官学の連携によるリカレント教育の機会
を創出するとともに、本学の魅力を全国のサッカー指導者へ
発信し、将来的な受験者増に繋げることを目的に実施。プログラムは、以下の（１）～（９）の内容から構成しています。

（１）学校体育概論
（２）体育実技の単元計画作成
（３）体育実技の略案（１コマの指導案）作成
（４）体育実技の系統性・発達段階に応じた指導
（５）運動が苦手な児童生徒への配慮
（６）健康・安全の確保
（７）共生の視点を踏まえた指導
（８）体育授業におけるICT活用
（９）領域別体育実技指導に関する知識・技能


